
申込�①�症例・事例報告に必要な研究法レクチャー
オンデマンド動画

によるレクチャー

申込�②�研究法レクチャー＋グループワーク
グループワークは

ライブ対応（Zoom）

セミナー番号：
申込期限：2024年8⽉21⽇（⽔）まで（クレジットカード払い）｜7⽉29⽇（⽉）まで（⼝座振替）
参�加�費�：6,000円
定  員：24名

レクチャー   ：申込①に同じ
グループワーク ：2024年9⽉〜2025年2⽉までに�全�5�回
ファシリテーター：   
 岡川 修⼠ 訪問看護ステーションかすたねっと
 清⽔ 友章 介護⽼⼈保健施設�サン·くすのき
 ⾼尾 優⼀ 原⽥病院
 後藤 悠太 ⻄⼤和リハビリテーション病院

（⽇本理学療法協会会員・本学会専⾨会員・本学会⼀般会員）

※地域理学療法学に関する症例・事例報告に取り組んでいる/取り組もうとしている初学者を優先します
※既に経験が豊富な⽅はご遠慮願います

セミナー番号：
申込期限：2024年8⽉29⽇（⽊）まで（クレジットカード払い）｜7⽉29⽇（⽉）まで（⼝座振替）
参�加�費�：1,000円       ｜2,000円                 ｜無料
定  員：300名
配信期間：2024年9⽉1⽇〜2025年3⽉31⽇
講  師：
� ⽯垣 智也 ⽇本地域理学療法学会・名古屋学院⼤学
� 武  昂樹 北⽃わかば病院
� ⼭  健⽃ 株式会社ARCE
� 尾川 達也 ⽇本地域理学療法学会・⻄⼤和リハビリテーション病院
� 武⽥ 広道 北陸⼤学
� 宮下 敏紀 森ノ宮医療⼤学附属⼤阪ベイクリニック

（本学会専⾨会員） （⽇本理学療法⼠協会会員・本学会⼀般会員） （学⽣会員）

（⽇本理学療法⼠協会の会員で地域理学療法学研究に関⼼のある⽅）

（オンデマンド配信期間）

129583

⼀般社団法⼈�⽇本地域理学療法学会
2024年度�研究サポート事業

問い合わせ先 jsccpt.research.sprt@gmail.com

症例・事例報告からはじめる
地域理学療法学研究

〜1例から学ぶ術を知る〜

研究法レクチャーに加え、ファシリテーターの助⾔・指導を受けつつ
少⼈数制のグループで症例・事例報告に取り組みます

地域理学療法学研究の導⼊から症例・事例報告の⽅法論、アウトカム評価の活⽤
論⽂検索と論⽂の読み⽅までを体系的に学びます

（うち1回はオプションとして対⾯開催）

※注意点※
対⾯でのグループワークは第11回⽇本地域理学療法

学会学術⼤会への参加を条件とします

（レクチャー動画のみ）

129584（レクチャー動画とグループワークの参加）

※⽇本理学療法⼠協会マイページよりお申し込みください

※申し込み⽅法は同上



No テーマ 講師

1 地域理学療法学研究の捉え⽅ ⽯垣 智也

2 症例・事例報告の⽅法論1�〜背景の設定と症例・事例紹介〜 武 昂樹

3 症例・事例報告の⽅法論2�〜経過と考察〜 ⼭ 健⽃

4 地域理学療法学研究における評価の活⽤ 尾川 達也

5 論⽂検索の⽅法 武⽥ 広道

6 論⽂の読み⽅ 宮下 敏紀

回 ⽇程 開催⽅法

１ 9⽉11⽇（⽔）20時〜21時30分 Zoom�によるライブ開催

2 10⽉23⽇（⽔）20時〜21時30分 Zoomによるライブ開催

3 11⽉17⽇（⽇）10時〜11時30分

第11回⽇本地域理学療法学会学術⼤会にて対⾯開催
※このグループワークはオプションであり、学術⼤会の参加申込が
必要なため任意参加とします（不参加でもWebでのグループワーク
には問題なく参加できます）

4 1⽉15⽇（⽔）20時〜21時30分 Zoomによるライブ開催

5 2⽉26⽇（⽔）20時〜21時30分 Zoomによるライブ開催

  症例・事例報告に必要な研究法レクチャー
オンデマンド動画

によるレクチャー

⼀般社団法⼈�⽇本地域理学療法学会
2024年度�研究サポート事業

〜日程と内容〜

症例・事例報告に取り組むグループワーク
グループワークは

ライブ対応（Zoom）

 参加者を6名ずつ4グループに分け、専任のファシリテーターが助⾔・指導を⾏います
    期間中の連絡・コミュニケーションツールには�Slack�を使⽤します

オンデマンド動画を計6本を配信（60〜90分/本）します
期間中（2025年3⽉末まで）は何度でも視聴できます

※注意点※
グループワークの参加者には�第12回⽇本地域理学療法学会学術⼤会への演題登録を強く推奨します

（演題の採択を保証するものではありません）


